





















 第 1 章では、明治時代に特有の状況としての「ことば」が形作られる過程について、教
育・活字・出版を中心に人びとが「物語」を「読み」「書く」ことが可能になっていく過程
について論じられている。 
 第 2 章では、本論文が対象とする自己物語を含むテキストを分析するための方法論につ
いて、ディスコース分析・ストーリーの社会学・構造的ナラティブ分析それぞれの利点と難
点について検討することを通じて、言語編成の分析という独自の視点が提示されている。 




















まず、第 1 の段階は、明治 19 年の〈情報的な語り〉〈規範的な語り〉〈物語的な語り〉の
混在状況であり（第 3 章）、これは「物語」という記述様式の「発明」と考えられる。次の
第 2 の段階は、明治 30 年代の〈物語的な語り〉が定式化し、さらにその言語編成が〈単一
構造的な語り〉に加えて〈多層構造的な語り〉も見られる状況であり（第 4 章）、これは、










る。ただし、第 3 の段階は、第 2 の段階で析出された「物語」の個別性を保持しているた
め、第 1 の段階とは水準は同様であるが異なる「共同性」（私たち）を生成するものである
ことが指摘されている。第 1 の段階における「共同性」を「私たち」（Ⅰ）として、第 3 の
段階における「共同性」を「私たち」（Ⅱ）とし、以下のような考察がなされている。まず、
「私たち」（Ⅰ）から「私」が析出され「私たち」（Ⅱ）へ移行している点である。そして、
「私たち」（Ⅰ）は、合一的な集合性（Durhkeim）からなる「閉じた共同性」として捉えら
れるが、一方、「私たち」（Ⅱ）は、「分有」（Nancy）の可能性をもつ集合性からなる「開い
た共同性」として捉えられるとする。 
以上から、「物語」は「共同性」の生成・維持・更新の循環に欠くことのできないもので
あることが示される。試行錯誤がありながら、新たな「物語」が生み出され、それらが蓄積・
参照され、共有可能な「物語」が更新されるという循環の過程が近代化の一側面であると結
論付けられている。 
